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Ⅳ.必要諸室の検討 

Ⅳ－１.前提条件 

 ・本計画における前提条件を以下に示す。 

１.利用状況(現施設)の把握 

①一会葬当たりの会葬者数の把握 

・ 葬祭業者アンケートの結果により、以下の数値とする。 

・ 火葬に同行する会葬者数： ３０人/一会葬当たり 

・ 拾骨に同行する会葬者数： ３０人/一会葬当たり      

②僧侶控室、業者控室（運転手など）の検討 

・ 僧侶控室は、葬祭業者アンケートによると僧侶は自家用車にて来場し、「見送り」の終了後は、

退場することが一般的との回答結果である。従って、 僧侶控室は設けない。 

・ 業者控室は、設置を想定する。 

２.施設の基本的な考え方 
① 斎場の設置 

・ 民間における式場機能が、市域内に充実していることから、設置しない。 

② 多目的室の設置 

・ 昨今増加する家族葬及び直葬に備えて、家族のみによるお別れや略式な葬儀などが行なえ

る多目的室を設置する。また、葬儀を手配する縁故者が居ないもしくは遠方に居る「独居老人」

等が亡くなった場合に備えて、霊安室に隣接して遺体への面会が可能なスペースを設ける。 

・ このような家族葬や直葬への対応については、今後、施設の運営者及び地元の葬祭業者等を

交えて運営の方針を検討する予定である。 

③ 待合室の設置 

・ 敷地が郊外に位置するため、待合室を設ける。 

・ 待合室は、会葬者グループが個々に占用できるスペースを備える。また、できるだけ規模の縮

小化を図る。 

・ 民間施設において食事をする慣習があるため、本施設では飲食サービスを行わない。 

・ 但し飲食の持込可否については、今後検討が必要である。 

④供養塔の設置（残骨灰等の扱いなど） 

・ 残骨灰は、集塵機からの集灰と共に処理業者に引き渡すことを想定し、敷地内には供養塔の

設置はしないものとする。 

Ⅳ－２.必要諸室と面積 

１.タイムテーブルの検討  

・ 集中日のタイムテーブルを作成し、施設規模、必要諸室との整合性を図る。（表-Ⅳ-①②参照） 

・ タイムテーブルは、集中日９件及び１０件の場合を検討する。 

２.告別室、拾骨室、待合スペースの規模の検討 

①告別室 

・ 一会葬当たりの会葬者数を３０人と想定し、一人当たりの占有面積を１.５㎡に設定する。 

・ ３０人×１.５㎡/一人当たり＝４５㎡ 



 

Ａ－10 

・ 室数は３室とする。 

②拾骨室 

・ 一会葬当たりの会葬者数を３０人と想定し、一人当たりの占有面積を１.５㎡に設定する。 

・ ３０人×１.５㎡/一人当たり＝４５㎡ 

・ 室数は２室とする。 

③待合ゾーン 

 １）個室＋ロビーを設ける場合 

・ 一会葬当たりの会葬者数を３０人と想定し、個室の一人当たりの占有面積を２.０㎡とする。 

・ 予測火葬件数のピーク時における一日当たり最多件数である９件／日の集中日には、時間

の遅延を考慮すると、待合室は４室確保する必要がある。 
（表-Ⅳ-① タイムテーブル参照） 

・ 個室： ３０人×２.０㎡/一人当たり×４室＝２４０㎡ 
・ ロビーは、同じく一会葬当たりの会葬者数を３０人と想定し、一人当たりの占有面積を１.５㎡

に設定する。 

・ ロビー： ３０人×１.５㎡/一人当たり×４組＝１８０㎡ 

表-Ⅳ-① タイムテーブル（人体炉５基－９件/日の場合）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表-Ⅳ-② タイムテーブル（人体炉５基－１０件/日の場合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(凡例） 15分 75分 15分 15分 （計120分）

告別 火葬 冷却 収骨

炉Ｎｏ1 告別 火葬（A家） 冷却 収骨 告別 火葬（Ｆ家） 冷却 収骨

炉Ｎｏ2 告別 火葬（D家） 冷却 収骨 告別 火葬（Ｉ家） 冷却 収骨

炉Ｎｏ3 告別 火葬（B家） 冷却 収骨 告別 火葬（Ｇ家） 冷却 収骨

炉Ｎｏ4 告別 火葬（E家） 冷却 収骨

炉Ｎｏ5 告別 火葬（C家） 冷却 収骨 告別 火葬（Ｈ家） 冷却 収骨

待合室（1） （A家） （Ｅ家） （Ｉ家）

待合室（2） （Ｂ家） （Ｆ家）

待合室（3） (C家） (Ｇ家）

待合室（4） （Ｄ家） （Ｈ家）

16:00 16:30 17:00 17:3013:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30

16:00 16:30 17:00 17:30

10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30

13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:3010:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30

(凡例） 15分 75分 15分 15分 （計120分）

告別 火葬 冷却 収骨

炉Ｎｏ1 告別 火葬（A家） 冷却 拾骨 告別 火葬（Ｆ家） 冷却 拾骨

炉Ｎｏ2 告別 火葬（Ｄ家） 冷却 収骨 告別 火葬（Ｉ家） 冷却 拾骨

炉Ｎｏ3 告別 火葬（B家） 冷却 拾骨 告別 火葬（Ｇ家） 冷却 拾骨

炉Ｎｏ4 告別 火葬（Ｅ家） 冷却 拾骨 告別 火葬（Ｊ家） 冷却 拾骨

炉Ｎｏ5 告別 火葬（Ｃ家） 冷却 拾骨 告別 火葬（Ｈ家） 冷却 拾骨

待合室（1） （A家） （Ｅ家） （Ｉ家）

待合室（2） （Ｂ家） （Ｆ家） （Ｊ家）

待合室（3） (C家） (Ｇ家）

待合室（4） （Ｄ家） （Ｈ家）

16:00 16:30 17:00 17:3013:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:3010:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30

12:30 13:00 13:30 14:0010:00 11:00 11:30 12:0010:30 16:30 17:3014:30 15:00 15:30 16:00 17:00
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表-Ⅳ-③ 計画目標値 

 
必要諸室 仕様/算定根拠 

目標値 

（㎡） 

指標１ 

（文献） 

指標２ 

（事例）

エントランス 

ゾーン 
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 別途車寄せ、ピロティを設ける １９０～２１０ ２０３ １９０ 

会葬ゾーン 

告別室 
一会葬当たり３０人×一人当たり占有面積

１.５㎡×３室 

４６０～５５０ ５５２ ４６５ 

炉前ホール 奥行８ｍを確保する 

拾骨前室  

拾骨室 
一会葬当たり３０人×一人当たり占有面積

１.５㎡×２室 

多目的室 直葬及び家族葬による簡略な葬儀対応 

霊安室  

通路等  

待合ゾーン 

待合ホール  

６５０～８３０ ８２６ ６４０ 

待合個室 
一会葬当たり３０人×一人当たり占有面積

２.０㎡×４室 

便所・湯沸室  

倉庫  

自販機ｺｰﾅｰ  

通路等  

管理ゾーン 

事務室  

９８０ 

～１,４７０ 
１,４７０ ９７５ 

業者控室  

炉   室 

(１F) 

人体炉６基+動物炉１基 

炉機械室 

(２F) 

高性能集塵機設置スペースの確保 

制御室  

職員休憩室  

残灰処理室  

台車庫・倉庫  

電気室 発電機室を含む 

ｵｲﾙﾀﾝｸ室  

機械室 空調機械室、受水槽室等を含む 

便所・通路等  

延べ面積 
２,２８０～ 
３,０６０ 

３,０５１ ２,２７０

          注） 

          ・指標１（文献）については、「火葬場の建設・維持管理マニュアル」平成１６年日本環境祭苑協会による 

          ・指標２（事例）については、Ｅ市の施設（人体炉５基+動物炉１基）について図上計測した数値による  

 

 

 

 

 

延べ面積（計画目標値） ＝   約２,２８０ ～ ３,０６０㎡程度 


